
2025年度例会・事業報告書

日時　2025年12月23日（火）　午後1時30分～

会場　ホテルエミシア東京立川　4階カルログランデ



 

 

 

 

多摩ブルー・グリーン倶楽部 ２０２５年度例会・事業報告 

 

目次 

1．2025年度例会・総会 

(1) 第 37回例会 

(2) 第 38回例会 

(3) 2025年度総会（多摩ブルー・グリーン賞「表彰式」同時開催） 

 

2．2025年度事業  

(1) 高校教員による企業見学会 

(2) 高校生向け 1分動画プロジェクト 

(3) 多摩地区大学就職研究会共催「就業体験プログラム」  

(4) 多摩大学「事業構想論」 

(5) 多摩大学「多摩学」 

(6) 法政大学「中小企業論」 

(7) 倶楽部会員紹介小冊子発行 

 

  
2025年度事業テーマ  

事 業 連 携  

倶楽部事業による機会・場の創出を通じて、地域経済を牽引していく企業として他のモデルとなるよう

な先駆的な取り組みを支援します 

人 材 投 資  

会員企業の多くが経営課題としている、人材の「採用」「育成」への取り組みを支援します 

社 会 貢 献  

多摩地域の中核企業としての社会貢献への取り組みを支援します 

1 

事業連携

社会貢献人材投資



マインドセットからはじめるチームビルディング
第37回例会では、第二部の基調講演として、FC東京コミュニティジェネレーターの石川直宏氏に『マインドセット
からはじめるチームビルディング』をテーマにお話しいただきました。

講演内容
　私は現在、FC東京でコミュ
ニティジェネレーターという
自分で作った役職で、地域と
社会、クラブをつなぐ仕事を
しています。横浜F・マリノス
でJリーグデビューし、その後
FC東京に移籍して18年間
プレーし、2017年36歳で引
退しました。また、立教大学
大学院でスポーツとウェルネ
スについて学んでいます。障
がい者サッカーの普及や多摩少年院でのアントレプレナーシッ
プ教育、さらに農業活動にも取り組み、長野県では無農薬で米
作りをしています。
　Jリーグには約1,800人の選手がいて、平均年齢は25～27
歳です。近年はGPSやAIによるデータ解析が普及し、戦術や
個々の選手のパフォーマンスが細かく把握されるようになりまし
た。監督はそのデータを基にした指導が求められています。現役
時代、私は怪我により監督から「今のプレーをしていたらお前は
使わない」と厳しい言葉を受け、求められる役割が180度変わる
中で、自己を変革する必要に迫られました。怪我をしているから
こそ見える景色があり、感じられることもあります。私は正直に自
分の状態を監督や選手に伝え、ピッチの見え方や戦術を共有し
ながら、自分がどう貢献できるかを模索しました。選手たちはライ
バルでありながらも、お互いに最適な回答を導くために議論を重
ねることが、良いパフォーマンスを生むと感じています。監督の
意向にただ従うだけでなく、自発的に意見を交換しながらチーム
の方向性を決めていくことも重要でした。
　2年半の長い怪我も経験し、膝の靭帯を3回切るなど深刻な状
況でした。できないことではなく今できることに目を向け、失った
ものよりも得たものを増やしていこうとマインドへと変えました。

療養中はサポーターが10カ月間応援の弾幕を掲げ続けてくれ
たことで、サッカーは自分のためだけでなく、応援してくれる
人々のためにあると気づき、心の支えになりました。当時、コーチ
から「情熱は情（なさけ）と熱で成り立つ。情けない自分と向き合
い、溜まったものをエネルギーに変換せよ」と教わりました。環境
や他者のせいにするのではなく、自らのエネルギーをどう高める
かが勝負どころです。うまくいかない状況でも、自分の情熱を見
失わずに行動する重要性に気づきました。
　FC東京にはさまざまな部署があり、選手と70人ほどのビジネ
ススタッフの間には距離があるため、自ら橋渡し役となり両者の
理解を深める努力をしています。お互いの仕事の価値や困難を
共有しながら、クラブ全体のビジョンをともに描き、それに向かっ
て協力し合う関係性が欠かせません。
　また、サポーターとコミュニティづくりをして地域の課題解決と
新たな価値を生み出しています。相手チームのホームでもゴミ拾
いをしたときは、刑務所に協力いただき、、飛行機内に持ち込み
可能な竹製トングを制作してもらうことで、受刑者の誇りや喜び
につながり、サポーターも感動するという好循環が生まれていま
す。つながりが生まれる機会を作れば新しいアイデアが生まれ、
エモーショナルな瞬間を作れるのです。チームビルディングの基
盤は、変化を受け入れ、自分や組織を客観的に認識するマインド
セットにあります。仕事や人生で理想が縮小してしまう中でも、役
割や関係性の価値を見いだし、柔軟に変換しながら前向きに進
む力が必要です。チー
ムと地域への還元・貢
献を続け、サポーター
の皆さんと連携して
活動していくことが、
真のチームビルディ
ングにつながると考え
ています。

－ 基調講演  －

基調講演

第37回 例会報告

2025.5.16開催

第37回例会報告

石川 直宏  氏  ［FC東京コミュニティジェネレーター］
1981年生まれ、神奈川県横須賀市出身の元サッカー日本代表。2000-2002年 横浜Fマリノス、2002-2017年 FC東京に在籍し。
2003-2004年にかけてはU-22日本代表とA代表の両方から招集を受ける。2018年の引退後はFC東京クラブコニュニケータ―に
就任。２０２４年からは、コミュニティジェネレーターとしてクラブの発展に尽力しながら、メディアや講演など幅広く活動をしている。

講師
プロフィール
講師
プロフィール
LecturerProfile
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　弊社は、食品廃棄物を原料にしたバイオマス発電と、メタン
発酵後に残った消化液を使った肥料を製造しています。日本で
は焼却処理される廃棄物の4割が食品廃棄物で、食料自給率
37％にも関わらず、年間8,000億円以上の税金を使って、大量
の食べ物を燃やしている状況です。さがみはらバイオガスパ
ワーでは、毎日約50トンの食品廃棄物を受け入れ、液状化して
メタン発酵させることで一
般家庭約1 , 000世帯分
（528kWh）の電力を生み
出しています。FIT制度を
20年契約していて、売電収
入は月約1,200万円を得て
います。
　メタン発酵後に残る消化
液処理も大きな課題で、
ヨーロッパでは牧草地に撒
いて飼料用の穀物として

使っていますが、国内において水分量が10％程度の乾燥した
肥料を作るには膨大なエネルギーコストがかかります。そこで、
弊社が開発した固液分離装置で濾液は井戸水で希釈して下水
に放流し、汚泥は発電時に発生する排熱を利用したボイラーで
乾燥させて肥料にしています。
　同じ相模原市にある株式会社日本フードエコロジーセンター
との連携により、食品廃棄物を価値に応じて飼料、エネルギー、
肥料へとカスケード利用しています。飼料に適さない廃棄物は
弊社が受け入れ、バイオガスと肥料を製造することで、税金を使
わず、地域資源循環による持続可能性向上を目指しています。
　バイオガス発電は太陽光や風力と異なり、24時間365日安
定発電が可能で、ベースロード電源として39円/kWhという高
額で買取されています。さらに相模原市と災害協定を締結し、
停電時の地域住民のEV充電や工場井戸水の供給など、防災イ
ンフラとしても機能します。このモデルを全国展開していくこと
で、低コストでインフラが普及していく可能性が考えられます。

プレゼンテーション

第37回 例会報告

2025.5.16開催

第37回例会報告

　当社は、0.5～2ccの血液で12種類のがんを90%以上の精
度、91%の感度で検出できる、世界初の伴侶動物向けシステム
「Ark-Test」を開発しました。ワンちゃんと暮らす高齢者の認知
症が40%予防されるというドイツの論文がある一方、ワンちゃん
の54%ががんで亡くなっています。
　がん細胞は、細胞が分泌するエクソソーム内のマイクロRNA
を利用して増殖します。従来のDNA変異診断は感度50%が限
界でしたが、CTやMRIで発見できないがんでも、血液1ccあた
り50億から100億のエクソソームを解析することで判定可能で
す。人間でも涙、尿、唾液、血液など、さまざまなリキッドバイオプ
シーの活用がありますが、しっかりと精査して、アカデミックな
データで進めないと、いろいろな問題があります。動物では米国
から輸入している既存検査の感度が49.8%に対し、Ark-Test
は91%を実現しています。
　マイクロRNAには、マイクロRNA22とか125とか世界共通
の番号があり、役割が違います。すべてのがんに、たった1個だ
け共通したマイクロRNAがあり、それは、人も動物も同じです。

塩基配列も同様に、このマイ
クロRNAをブロックすれば、
がんを抑えられる可能性が
あるのです。今年の6月か
ら、東京医科大学の落谷孝
広先生と実際にワンちゃんと
人のマイクロRNAのブロッ
ク療法について着手する予
定です。がん治療の承認に
はフェーズがあり、寿命が短
いワンちゃんはフェーズ試験
を省略できるため、人間だと10年～15年かかるところ、1～2年
で成果が確認できる利点があります。また、人間のがん治療開発
には500億円以上かかるのですが、ワンちゃんの場合はほとんど
かかりません。そのため、当社では動物での実証を経て、人への
医療応用を目指す計画です。今後はがん検査の普及とモニタリ
ング機能の拡充により、がん治療の革新を推進していきます。

第22回 多摩ブルー・グリーン賞「多摩ブルー賞」

株式会社メディカル・アーク 代表取締役　伊藤 博 氏 
世界初！ わずかな血液でがんを検出できる伴侶動物向けシステム

－ 第22回多摩ブルー・グリーン賞最優秀賞企業2社によるプレゼンテーション －

第22回 多摩ブルー・グリーン賞「多摩グリーン賞」

さがみはらバイオガスパワー株式会社 代表取締役　髙橋 巧一 氏 
食品廃棄物を発酵させてバイオガスと肥料を製造
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ITデータシステム企業での体験で成長できる3日間
多摩地区にある16の私立大学、多摩地区大学就職研究会の協力により実施された就業体験プログラム。例会では、
プログラムに参加された株式会社ユニテックスの代表取締役 小杉恵美様に実施後の報告をしていただきました。

講演内容
　私ども株式会社ユニテック
スは、1990年に町田市で設
立し、今年で35年を迎えま
す。社員はおよそ100名で、
そのうち半数が20代という
若い会社です。その一方で、
中堅層の育成が課題でもあ
ります。当社はデータストレー
ジシステム、つまりデータを
保存・管理する装置の開発を
しており、ハードウェアとソフ
トウェアを自社で一貫して開発できることが強みです。これまで
2020年に多摩ブルー賞（技術・製品部門）で優秀賞を、2022
年には多摩グリーン賞（経営部門）の多摩みらい賞をいただきま
した。
　今回の学生就業体験プログラムのテーマは「ITデータシステ
ム企業での体験で成長できる3日間」と題し、13名の学生に応
募いただきました。建屋や受入体制の関係もあり、最終的に9名
にご案内し、3日間すべてに参加した学生は6名でした。プログ
ラムを企画するにあたり、社員には「自分が披露宴をプロデュー
スするならどうする？」と問いかけ、参加学生が気持ちよく学び、
何かを得て帰れるような3日間にしたいと話しました。
　1日目は会社説明とスケジュール共有から始まり、若手社員が
進行を担当。ベテラン社員による磁気制御の講義や、昼食時の
社員との交流、午後のハンズオン演習を通じて、社内の雰囲気
やチームワークを体感してもらいました。2日目は実践中心で、
午前にサーバー分解、午後に組み立てとアプリを使い、現場のリ
アルを体験。3日目はグループ演習として「自分が社員ならどう
製品を展開するか」をテーマにマーケティングや発表を実施。学
生からは「チームワークの大切さ」「顧客視点の重要性」「課題
対応力の向上」などの感想が寄せられ、充実した3日間となりま

した。私自身も、この3日間を通して多くの気づきを得ました。
　学生にとって、仕事内容だけでなく職場の雰囲気や社員同士
の関係性が企業選びの重要なポイントになっていること。働き方
改革や多様な価値観を尊重する姿勢が、企業に求められている
こと。そして座学だけでなく、チームで挑戦する実践的な体験こ
そが成長を促すということを実感しました。また、学生の個性や
背景の違いを受け入れる柔軟性の大切さにも改めて気づかされ
ました。課題としては、企業の社会的意義や中小企業の価値を、
学生にわかりやすく伝える努力が必要だと感じました。また、学
生の声をきちんと受け止め、双方向のフィードバックの重要性も
強く感じています。
　当社では若手社員が、YouTubeやX、TikTokなどのSNSを
活用して情報発信をしています。私自身も年間数多くのオンライ
ン説明会をし、たとえ一人の参加でも丁寧に向き合っています。
入社後は、上司だけでなく先輩社員が支えるメンター制度を整
え、部署をローテーションしながら多様な経験を積めるOJTを実
施。中小企業だからこそ、幅広い経験を通して自分の可能性に
気づく機会を提供していきたい。教育はトップだけが進めるもの
ではなく、全社員が関わるものだと考えています。皆を巻き込み
ながら育て合う環境づくりを通して、これからも人材育成に力を
入れていきたいと思います。

－ 就業体験プログラム事業実施報告  －

就業体験プログラム事業実施報告

第38回 例会報告

2025.10.１４開催

第38回例会報告

多摩地区大学就職研究会 実践女子大学 学生総合支援センター キャリアサポート部 部長 林鶴代 氏

　近年、就職活動は大学3年生の夏のインターンシップが実質
的な早期選考となり、学生は前期から業種や職種を絞って準備を
進めています。しかし大企業は競争が激しく、多摩地域の優良企
業による就業体験は貴重な機会と言えるでしょう。ユニテックス

様のように企画や開発、発表まで行う実践的な内容は学生の成
長に直結する取り組みでした。体験を通じて自分の軸を見出し、
主体的に学ぶ姿勢が芽生えおり、今後も地域企業と大学が連携
しながら、学生の成長を支えていきたいと考えています。

総括
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大学と創る都市近郊のネイチャーポジティブ新事業
第二部では基調講演として、東京農工大学の千葉一裕学長に『大学と創る都市近郊のネイチャーポジティブ新
事業』をテーマにお話しいただきました。

講演内容

　私たちの食卓を支える食料の多くは、穀物、肥料、農薬、エネル
ギーに至るまで海外に依存しています。食料自給率はわずか
38％。これは先進国の中でも極めて低い数字です。さらに、牛肉
1kgの生産には約15トンの水が必要で、日本は“水の豊かな国”と
思われがちですが、実際には“水を輸入している国”でもあるので
す。肥料の原料となる窒素やリンもほぼ輸入に頼っています。特
にリンは海に流れると回収が困難な貴重資源ですが、下水処理
や農業廃棄物から再利用する技術を磨けば、環境保全と産業創
出の両立が可能です。私はここに日本の可能性を感じています。
　また、土壌や森林の働きにも注目すべきです。森林はCO₂を吸
収し、土壌の微生物は生態系を支える重要な役割を果たしていま
す。まさに「土は日本の財産」なのです。稲作についても、メタン
排出の問題が指摘されていますが、水田は自然の水循環を支え
る持続可能な農業モデルであり、科学的知見に基づいた全体像
を理解することが重要なのです。
　もう一つの課題は「遺伝資源の海外依存」です。養鶏や養豚の
種鶏・種豚は海外から輸入され、日本国内で自立的に繁殖できな
い構造になっています。科学技術も遺伝資源も輸入に頼る状況
では、真の食料安全保障は実現しません。では、どうしたらいいの
か？ 一つのヒントは「未来を予測すること」です。3年前、10年前
に何が予測されていたかを振り返り、ズレがあればその理由を検
証する。これが、次に何をすべきか
を見極める力になります。例えば、
最近ニュースになっている熊の出没
も人間が森の状態を変えた結果で
す。罠にかかった鹿を食べた熊が
「人間もおいしいかも」と学習する。
自然の原理が変わってしまったので
す。こうした現象も、予測と検証を
重ねることで対策が見えてきます。
　多摩地域は、都市機能と自然資

本が共存する希少な
エリア。人口430万
人の高密度地域であ
りながら、森林、水
源、畑がそろっていま
す。ここを世界の“食
の安全保障モデル”に
することが、日本の未
来にとって極めて重
要なのです。災害や国際紛争で物流が止まれば、都市部では1週
間で食料が尽きるとも言われています。だからこそ、平時から地
域内で食を生み出し、循環させる仕組みが求められているので
す。農業を守るだけでなく、「農業で稼ぐ仕組み」を作ることも不
可欠。金融や保険の仕組みを取り入れ、持続可能な経済モデルを
構築する。食のサブスクリプションや保険制度も有効な手段で
しょう。
　日本の伝統にも多くのヒントがあります。味噌、醤油、納豆など
の発酵技術は世界に誇る文化です。微生物の力を活かした“発酵
テクノロジー”を新たな産業に発展させることで、自然資本を経済
的価値に変えていくことができます。私自身、20年前にスタート
アップを立ち上げたものの、資金繰りに苦労しました。だからこ
そ、経済的収益の重要性を何度も強調しています。ファイナンス
が構想を支えるスキームにならなければ、日本の底力は発揮でき
ません。
　現在、東京都と連携して「東京農業構想」を推進しています。
森林を活用した飼料生産、給食廃棄物の再利用、自然資本を活
用した地域投資などを通じて、都市と農業をつなぐ新しいモデル
を構築中です。最後に申し上げたいのは、大学の知と地域の知恵
を融合させることで、都市近郊を“失われた自然”から“創られる自
然”へと変え、外国に依存しない食とエネルギーの循環社会を築
けると確信しております。

－ 基調講演１ －

基調講演

第38回 例会報告

2025.10.１４開催

第38回例会報告

千葉一裕  氏  ［東京農工大学 学長］
農学博士。 専門分野は、生物有機化学、有機電解反応等。
1983年キューピー入社。 1990年東京農工大学助手、2017年同大農学研究院長、2020年同大学長に就任。 ベンチャー起業や産学連携、国
際的なイノベーション教育を推進し、研究成果の社会実装や人材育成に関する豊富な知見・経験を有する。
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多摩地域発インパクトスタートアップエコシステムの中核拠点に
第二部の基調講演の2本目として、一橋大学の中野聡学長に『多摩地域発インパクトスタートアップエコシステ
ムの中核拠点に』をテーマにお話しいただきました。

講演内容

　一橋大学は、今年創立150周年
を迎えました。1875年、銀座に小さ
な商業学校として設立され、のちに
千代田区の一橋町へ移転しました。
1923年の関東大震災で校舎が焼
失したことをきっかけに郊外への移
転を決断し、現在の国立の地に移っ
てからちょうど100年になります。
国立駅の開業も間もなく100周年
を迎え、この地域の発展とともに大
学が歩んできた歴史を改めて感じております。
　現在、一橋大学では三つの柱を中心に新しい挑戦を進めてい
ます。社会科学の専門大学として日本で唯一の国立大学であり、
9つの大学からなる「指定国立大学法人構想」に指定され、世界
に伍する研究大学を目指しています。社会科学に対する期待に
応えるため、私たちは実証を重んじ、事実とデータに基づく議論
で社会を少しずつ良くしていく。そうした姿勢を「ひとつひとつ社
会を変える」というスローガンで表しています。
　第4期中期目標では「開放性・多様性・社会連携の強化」を掲
げ、「ひらく・つどう・つなぐ」という言葉を軸にしています。多摩と
いう地にありながら、地域とどれだけつながってきただろうかとい
う反省もあり、これからは地域や企業、行政との連携をさらに積極
的に深めていきたいと考えています。
　そして三つ目の柱が「スタートアップへの取り組み」です。ここ
数年、一橋もようやくスタートアップ支援に本格的に取り組むよう
になりました。経営とは企業運営にとどまらず、社会全体をマネジ
メントすることでもあります。一橋の強みである経営・金融・データ
サイエンスの知を生かし、社会課題の解決を軸にした“インパクト
スタートアップ”の育成に力を入れています。
　特に注目しているのが卒業生ネットワークとの連携です。多く
の卒業生がスタートアップやイノベーションの分野で活躍してお

り、彼らを大学の資産として位置づけ、地域や若手起業家と結び
つける取り組みを進めています。実際に生まれた大学発スタート
アップの一つに「株式会社Jizoku」があります。これは本学の環
境経済学を学んだ卒業生と、東大農学博士課程の学生が協力し
て立ち上げた会社で、カーボンクレジットの取引を中心に事業を
展開しています。こうした異分野の出会いこそが新しい価値を生
むのだと実感しています。
　一橋の学生というと大企業志向のイメージがありますが、最近
では実業家を招いたことで、起業の道を考える学生も増えていま
す。スタートアップや起業に関心を持ち、そこから学びを得たいと
いう意欲が高まっています。そのために私たちは、学生が挑戦で
きる場、出会える場を整えることを大切にしています。
　また、国立キャンパスだけでなく千代田キャンパスではMBAプ
ログラムを展開し、社会で活躍する方々がさらに学び直す場を設
けています。そうしたネットワークを大学の大事な資産と捉え、社
会とのマッチングを進めています。産学連携についても、これま
でより踏み込んだ取り組みを始めています。AIST（産業技術総合
研究所）との包括連携をはじめ、若手研究者同士の交流から新し
い発想が次々に生まれています。今年6月には多摩信用金庫様と
も協定を締結し、地域企業との協働をさらに広げているところで
す。
　一橋大学は「多摩にあるけれども多摩と関わりが少ない大学」
と言われてきました。これからは地域に開かれ、地域とともに歩む

大学へと進化してい
きたいと思っていま
す。本日の出会いを
その第一歩として、
皆様とともに新しい
社会のかたちを築い
てまいりたいと思っ
ております。

－ 基調講演２ －

基調講演

第38回 例会報告

2025.10.１４開催

第38回例会報告

中野 聡  氏  ［一橋大学 学長］
研究分野は地域研究、アメリカ史、フィリピン史、日本現代史、国際関係史。
1990年神戸大学教養部講師、同大国際文化学部講師、助教授を経て、1999年一橋大学社会学部助教授、2003年同大学院社会学研究科教
授を歴任。
2014年同大学社会学研究科長、2016年同大副学長を経て、2020年一橋大学長に就任。
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個別事業 

（１）高校教員による企業見学会＜事業連携＞ 

目 的 地元高校の進路指導課教員が倶楽部会員企業への訪問を行い、企業の雰囲気や実際に働く若

手社員との交流を図ることで、企業と高校のつながりを創出し、相互理解を深めました。 

実 施 体 制 砂川高校を中心とした近隣高校の協力 

ご参加会員 株式会社タカキ／たなべ物産株式会社 

多摩冶金株式会社／株式会社富士機工 

実 施 日 2025年 7月 2日 

 

（２）高校生向け 1分動画プロジェクト＜事業連携＞＜人材投資＞ 

目 的 高卒採用に取り組む会員企業が 1分程度のメッセージ動画を制作します。経営者や若手職員が

動画を制作することで、自社の雰囲気や魅力について、就職を考えている高校生に対して効果的

な PR を図ります。作成された動画は高校の進路指導課等で高校生が閲覧します。 

実 施 体 制 認定NPO法人育て上げネットの協力 

ご参加会員 7社（累計） 

 

 

（３）多摩地区大学就職研究会共催「就業体験プログラム」 ＜人材投資＞ 

目 的 

 

 

多摩地域に拠点を置く大学の職員（キャリアセンター）と倶楽部会員企業との継続的な接

点を作り、大学職員の地域企業への理解向上と会員企業の採用機運の醸成を通じて、相

互理解と協力関係の構築を目的とします。 

内 容 

 

 

 

多摩地区大学就職研究会に加盟する 16の私立大学の「就業体験プログラム」において、

会員企業がインターンシップを実施しました。その後、多摩地区大学就職研究会との合同

企画として、第 38回例会にて就業体験プログラムの実施報告会と、各大学のキャリアセン

ターの職員と情報交換を行いました。 

実 施 期 間 2025年 7～8月  ／ 第 38回例会にて実施報告  

ご参加会員 エム・ケー株式会社／株式会社オギノパン／金澤建設株式会社／京西テクノス株式会社／

株式会社シーズプレイス／株式会社セキコーポレーション／株式会社タカキ／たなべ物産

株式会社／株式会社テラダイ／東成エレクトロビーム株式会社／株式会社藤和ハウス／社

会福祉法人にじの会／日本分析工業株式会社／株式会社ユニテックス 

※大学生 42名エントリー 
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（４）多摩大学「事業構想論」 ＜社会貢献＞ 

目 的 地域の中核企業として社会貢献への取組みを支援します。 

内 容 

 

 

経営者の視点から、「ビジネスにおける様々な障壁、制約、環境の変化への対応」「ビジネスを

通じた社会課題の解決」、「自社のビジネスモデル＝事業構想事例」を、経営情報学部 2 年生

にお話いただきました。 

日 程 6月 26日／7月 3日／7月 10日 

会 場 多摩大学 多摩キャンパス 

担 当 教 員 多摩大学 経営情報学部 教授  松本 祐一氏 

ご登壇会員 株式会社オギノパン／株式会社京南／日本防災スキーム株式会社 

 

（５） 多摩大学「多摩学」 ＜社会貢献＞ 

目 的 地域の中核企業として社会貢献への取組みを支援します。 

内 容 

 

 

経営者の視点から、「自社のビジネス」や「地域への思い」などについて、経営情報学部の 1 年

生にお話いただきました。90 分の授業時間のうち、60 分程度のご講演。その後、学生との質疑

応答を行いました。 

日 程 11月 4日／11月 5日 

会 場 多摩大学 多摩キャンパス 

担 当 教 員 多摩大学 経営情報学部 教授  長島 剛氏 

ご登壇会員 多摩冶金株式会社／株式会社ユニテックス 

 

（６） 法政大学「中小企業論」 ＜社会貢献＞ 

目 的 地域の中核企業として社会貢献への取組みを支援します。 

内 容 

 

 

経営者の視点から見た「経営に対する想い」や「自社のビジネスモデル」など自社の魅力

を、社会学部 2～3年生にお話いただきました。 

100分の授業のうち、60分程度の講演。その後、学生との質疑応答を行いました。 

日 程 2025年 5月 7日～7月 16日 ＜全 10 コマ＞ 

会 場 法政大学 多摩キャンパス（町田市相原 4342） 

担 当 教 員 法政大学 社会学部 教授  糸久 正人氏 

ご 登 壇 会 員 

 

株式会社イズミ／エム・ケー株式会社／金澤建設株式会社 

株式会社京南／株式会社シーズプレイス／多摩冶金株式会社 

株式会社タカキ／株式会社ツインキールズ 

東成エレクトロビーム株式会社／株式会社４U  
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（７）たまの力（会員紹介小冊子）＜事業連携＞ 

目 的 ・ 内 容   多摩ブルー・グリーン倶楽部会員企業同士の「事業連携」、「オープンイノベーション・

事業交流」を促進することを目的に、会員企業の「会社概要」「歴史」「アピールポイント」

等を記載した小冊子を作成しました。（第 37回例会にて配布） 

掲 載 会 員 原稿掲載企業 106社（未掲載企業については巻末に URLを掲載） 
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